
取組の効果

取組の様子

本校のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

＊生徒数は、令和3年5月1日時点

東京都立
第四商業高等学校

【世界ともだちプロジェクト：大使館職員による講演会・海外校との文通】
● アメリカ、フランス、タンザニア、スウェーデンの大使館職員による

講演会を実施した。
● アメリカ、フランス、タンザニアの中高生と英語で文通した。

● 大使館職員による講演会でその国の諸事情を知り､同国の中高生との文通に
より、さらに親近感が増すという相乗効果があり、異文化理解を深められた。

【オリンピアンによる講演会】
● 北京五輪競泳 内田翔選手､ロンドン五輪カヌー海渕萌選手

● 目標に向かって困難に負けず､ベストを尽くす意欲と姿勢を学んだ。

【茶道体験】
● 1年生全員に茶道講話とお点前体験を実施した。

● 日本の伝統文化である茶道への理解を深められた。

【近隣高齢者施設との交流：園芸ボランティア】
● 園芸部が季節の花を植え、近隣高齢者施設に寄贈した。

● 高齢者とオンライン交流し、高齢者理解とボランティア体験ができた｡
● 外出困難な高齢者が、花を見て季節を楽しめると、好評だった｡

タンザニア大使館の講演会
民族布の紹介

タンザニアの高校生との交流
St. Joseph's Cathedral High School 

茶道体験 近隣高齢者施設とオンライン交流

501人＊

東京都練馬区
自立と協調の精神を重んじ、ボランティア実践による近隣地域との連携（①練馬区立
子供家庭支援センターや区民館の活動補助、②地域清掃、③高齢者施設との交流
など）を継続的に実施している。


